



私 に とっての 「芸術社会 学」
そ の見 え る部分,見 えな い部 分
大 塚 晴 郎
先 日倉橋教授か ら 「社会学とは何か」「私にとって社会学とは何か」 と題す
る二っの論評を頂いた。いずれ もA4判1枚(40×36字)にご自分の考えとそ
の立場を明解にまとめ られ,さ すがと感心 した次第である。ところで同様のこ
とを仮に芸術社会学において考えればどうなるかということになるが,残 念な
が ら現在の私には芸術社会学に関するそれだけの知識 と理解がない。 とくに























催前 日の華やかなレセプシヨンに招待され,美 術家達 と懇談 し,美術団体の一
面を眺あさせて頂 き,またその人間関係的側面を知ることができたことも関係
する。
従 って私の関心はまず(1)芸 術を制作する人間,っ まり行為の担い手とし
ての芸術家,(2)その行為者を取り巻 く人間関係,集 団,組 織 制度などの,
社会的側面に有 ったと云えよう。私の今回の修士論文 「美術家 とその集団,







かつて社会学 自体 もこうした時期が見 られるが,そ の形成期を通 じて自己の
研究分野を静態と動態とに二分 し,前者 は個人一集団一社会(文 化)の 関連 と
いう視点か ら,あ らゆる社会現象を研究(社 会構造論),後者 は動態的研究
(社会変動論)を 行 って来ている。 さらに社会学の静態研究部分 は,ミ クロ










芸術に関する行為,(3)芸術の担い手が,〔2〕Ma領 域には(4)芸 術 と社
会の一部,(5)芸術 と文化の大部分が,〔3〕N領域には(3)芸術の担い手,
(4)芸術 と社会の大部分,(5)芸術 と文化の一部が含まれることになる。 こ
れに芸術 と社会の動態研究を 〔仮にD領域〕とし,さ らに後ほど詳 しく述べる
が,芸 術を機能面か ら捉える分野 〔仮にF領域〕を加えて五っの領域に芸術社
会学を大別 してみてはどうかと考えた次第である。
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同様な意味において 「芸術」そのものにっいても,手 もとの 「広辞苑」によ
れば,芸術をアー トの意にとらえ,1,造 形芸術(彫 刻,絵 画,建 築 など),
2,表情芸術(舞 踊,演 劇など),3,音響芸術(音 楽),4,言語芸術(詩,
小説,戯 曲)の 四っに分類されているが,こ こでは細分化は避けて考えること
にしよう。
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先に仮定 した 〔2〕Ma領域には近時ますますその重要性を増 してきている
分野がある。 この分野はこれは芸術の側もさることながら,む しろ社会の側 に
その必要性があるようである。それは近代市民社会の自己認識の学問として誕





係 して くることが予想 される。 この傾向は芸術と社会の問題においても無視さ
れない状況 にある。 もともと芸術には社会的共感,社 会的連帯の場を形成する
媒体の機能があるといわれている。すでにJ・Mギ ユ ィヨオは 「芸術の最高目
的は社会的性質を持 った美的情緒を生み出す ことにある」(J・M・ ギユ ィヨ
オ著 『社会学上 よりみたる芸術』西宮藤朝訳23頁 春秋社刊)と 指摘 してい
る。
この領域の研究 は,文化の問題 とも関連するが,文 化の変化,伝 達,伝 承の
問題が関係 して くる。当面 は全世界的と言 うよりも,共通の文化圏を中心にし
た 「共生」が問題 になるのではなかろうか。 こうした 「共生」の思想は我が国
の場合,現 段階では芸術のジャンルによって格差が見 られるが,し か し時間の
問題と考え られる。(例えば現段階では建築,映 像の分野が進み,絵 画 などに
遅れがみられる)。しかもニュー ・テクノロジーの発展 も影響 し従来見 られた




















重なり合いながらも認識の焦点を異にする別個 の総括概念 とす る点にある。
(富永健一著 『社会学講義』43頁 中央公論社刊)
こうした考えに対 し社会と芸術の相互作用,相 互規定,社 会構造の拡がりと,
芸術の深 さ,これを織 りなす複雑なダイナミズムの研究を追うグループがある。
この場合,社 会の拡がりを問 うて社会=文 化的文脈を追 うことになる。 こうし











がれ,論 理的,合 理的,体 系的な知識体系を対象とし,芸術のような,非論理
的,非 合理的,非 体系的要素を有するものにっいては,あ まり重視されていな
かったと考え られる。こうしたなかではT・パーソンズは人的行為というミク








続いて先に述べた 〔4〕D領域にっいて考えてみたい。 この領域 は社会 と芸
術の動態的相互関係が問題になる領域である。勿論考え方によれば前記/〔2〕
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Ma領域 も決 して 〔4〕D領域と独立 して存在するわけでないが,動態的側面
に特に注目するという意味において問題とされる。 これは社会の側においては,
社会変動,芸 術の側においては思潮,様 式が関係する。 こうした動態的側面の
分析でまず考えられるのは,K・ マルクスの史的唯物論であり,上部構造論で
ある。 この考えによれば芸術作品はその時代の生産力 と生産関係,階 級構成を
反映するが,それは作家の心理という主観的な窓を通 して,受動的,決 定論的
にのみ行われるとする立場である。作家が客観的現実をいかに独自の方法で認
識するかという,能動的側面は無視される。 この立場か ら 「プレハーノブの芸
術」等を社会心理,階 級心理の表現とみる考えが生まれる。(針生一郎著 『芸





記譜法」か ら生 じたものであり,さ らに近代西欧の合理主義の特徴をひきだし




うことが起こるとする。 こうした考えがグロッセ,リ ゲティ,テ ンニェスに絡
ながる。テンニェスは共同社会より,利益社会へ社会が推移するが,絵 画 は前













的把握が多 く期待され,詳細 は不要 となる。っまり象徴様式の表現が発達する
という考えである。(蔵内数太著作集 第二部 文化社会学要説407頁)
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れこそ芸術学,さ らに云えば哲学の課題と考えていた。 しか し前述の修士論文










(木幡順三,「芸術社会学の基調」41頁 『講座美術新思潮5芸 術 と社会』美
術出版会刊)前 者 は芸術の完結態(Perfektum)としてとらえ,他 の価値因
子を自己内に吸収 し,すべてを変容する。この視点にたてばこの価値統一体と
しての芸術は芸術社会学の研究対象 とは言いにくい。しかしそうした局面だけ





の情報機能がある。さらに芸術は装飾,教 育,宗 教,商 業,顕 彰的価値などに
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も機能する場合が考え られる。 これらの機能領域を仮に 〔5〕F領域とするこ
ととし,〔1〕Mi領域 と別個に考えることにしたい。
但 しこの場合に先にMa領域で眺めたT・パーソンズの理論を進めて,価 値




え うるのである。価値を客体,主 体,そ の双方の関係概念として捉えるという
立場の相違は,以下の問題に深 く関係する。
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表現 したり指示 したり伝達 したりする,記号ないしシンボルの機能とみなすと
いう考えで,芸術記号論と呼ばれる。
しかし芸術が言語の場合と同様に記号的作用を行えるのか,辞書的役割をす
るコー ドがどうなるのか,芸 術的コミュニケーションは既成のコー ドからの脱
したところに意義を求めているのではないのか等,私 としてはこれか らの研究
課題である。
さらに芸術が装飾,教育,宗 教,商 業,顕 彰的価値などに機能する場合を考
えねばならない。 これらは芸術的価値 と機能上共存する場合 も矛盾する場合 も






される傾向が強まりっっある。芸術の大衆化,祭 典化,複 製化,オ ブジェ化,
ハイテク化などの傾向がみられる。 こうした芸術の大衆化 によって,芸術を享




ところで 〔1〕Mi領域に戻 って 「作品としての芸術」であるが,先 に芸術
を完結体としてとらえ,こ の価値統一体としての芸術を芸術社会学 は研究対象
とは考えないとしたが,こ れを芸術家の制作という行為を通 じて,あ るいは鑑
賞者の鑑賞という行為を通 じて,「芸術に対する行為」の視点か ら価値統一体
としての作品に迫ぢうとする領域がある。
倉橋重史教授 『絵画社会学素描』(前掲書)の 三巻の労作や,A・ シュッッ
の 「音楽の共同創造過程一社会関係の一研究」(同著,A・ プロダーセ ン編,
渡部光,那 須寿,西原和久訳訳 マルジュ社刊)な どがある。
G・ジンメルによれば芸術作品をいろいろな内容的 ・形式的視点から捉えて,

















これと比較的近い立場か ら 「絵画の鑑賞 という行為」に焦点をあて現象学的
社会学の立場か ら接近 しようとする動 きがある。個々では鑑賞という行為は,
「三人称の絵画を通 じて,二人称の画家に出会うことであり,そ れによって画
家が絵画に託 した意味を理解すること,そ こに描 き出された美的価値に共鳴し,









芸術 と文化が関係 して くる。とくにその中核は(4)芸 術 と社会で,具 体的に
は制度,組 織 集団,人 間関係などが問題になる。今回私の修士論文はこの領
域を主題とした。この分野の研究も意外に少なく,私の知るかぎりP・ブルデュー
の一連の美術館 と観衆の研究(同 著 山下雅之訳 「美術愛好』木鐸社刊)や,







も遥かに大きく(人間にとって,あ らゆる感覚の印象や,心 的聯合,同 感や反
感,判 断や偏見,記 憶や期待などの変動のっねなき複合体が関係 している),
他面遥かにより少ないもの(人間は無数の可視的なものに気が付かず,あ まり











ても青い山」という心境を語 る資格 はまだ私にはないが,し か し確実にこの先
は深い迷路になりそうである。
(おおつかはるお 佛教大学大学院社会学研究科修士課程)
